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1. はじめに

日本人の幸福度が発展途上国に比べて高いのは，
衛生環境が整っているからである。このように個人
の主観を離れた幸福度の種類を，客観的幸福度と
いう。しかし、日本人の平均幸福度を下げている
のも、この客観的幸福度によるものである。幸福
度が下がる生き方は様々あるが、その中でも今回
は、ヤングケアラーに注目する。そしてヤングケア
ラーの幸福度を上げるために，ロバート・ウォール
ディンガー氏の「人間関係を作ることこそが幸せで
健康な暮らしにつながる」という言葉（1）を引用
し，地域の居場所に参加することが適切と考え
る。ヤングケアラーとは，本来大人が担うと想定さ
れている家事や家族の世話などを日常的に行ってい
るこどものことであり，自身もヤングケアラーに該
当する。私は学校，地域で啓発活動をはじめ行政
視点から考えるために，地域の社会福祉協議会の
企画の策定にも委員として参加した。本研究では他
の当事者へのヒヤリングや自身の経験からヤングケ
アラーの属性を把握し，ヤングケアラーの支援にも
居場所参加が効果的であり，ヤングケアラーの支援
形態をより良くすれば，生活に余裕ができ，地域
などにある居場所参加を可能にすることができる
という仮説を検証する。 

2. 研究の目的
　本研究の目的は，自身のヤングケアラーの経験と
他のヤングケアラーへの調査から，ヤングケアラー
の生の声を公表し，ヤングケアラーという言葉に対
して当事者，そして社会がどう受け止めているのか
を考え，居場所運営をどのように取り込むかについ
ても当事者の意見を広める。 

3. 日本国内のヤングケアラー支援の現状
ヤングケアラーの支援を行う省庁は2023年4月1
に設立された，こども家庭庁である。 
国全体として行っているヤングケアラー支援は
「ヤングケアラー支援体制構築モデル」において，
細かい内容を規定されている（2）。内容は主に以下
の3点である。 
1つ目はヤングケアラー・コーディネーターの配
置である。各自治体に配置され，ケアマネー
ジャーや社会福祉士，介護福祉士がこれを担当
し，ヤングケアラーを発見するのを役割とする。 
2つ目にピアサポートの推進である。支援されて
いるオンラインサロンに当事者が参加し，当事者
同士，またはそれ以外に悩みを共有できる。 
3つ目は公的介護保険である。要介護判定を受け
た場合に，家での訪問介護，訪問入浴を受けられ
る在宅サービスや，特別養護老人ホームに入所して
日常生活の支援を受ける施設型サービスなどがあ
る。 
他にも介護休業や介護休暇の仕組みがあり，介護
者の休みの取得が可能である。 

4. 日本のヤングケアラー支援の課題
上記事項を鑑みると，ヤングケアラー支援は充足
しているように見えるが，行き届いていないのが現
状である。行き届いていないこと，それが起こる理
由について2点を提示する。 
1つ目に、ヤングケアラーが発見できていない，
制度が使われないことが大きな課題である（3）。行
政が住民1人1人を注視するのは難しく，本人から
の意思表示が大切である。しかし，ヤングケアラー
にとって介護をする生活は当たり前であり，自身が
ヤングケアラーと自覚するのは僅かな数である。 
2つ目に，制度自体の問題である（4）。制度では，



公的介護保険で要介護判定を受けたら支援が受け
られる。だがその支援はヤングケアラーに適切では
ない。ヤングケアラーは被介護者を福祉施設に入れ
られずに発生するので，金銭的余裕がない場合が多
い。対象者がそのような状況であるにもかかわら
ず，福祉施設の使用料は要介護上昇に応じて値上が
りし，ヤングケアラー関係の制度は，使用を認める
程度なので，金銭的支援は乏しい。本来充実するは
ずの「マイナス水準のものをゼロの水準にする」と
いう福祉の考え方が疎かにされ，その一方で居場
所作りなどの「ゼロをプラスにする」，始めやすい
非福祉的な支援が多く行われている。 

5. 研究調査について
5.1. 目的
本調査の目的は，自身が考えているヤングケア
ラー支援の問題点を，他のヤングケアラーがどのよ
うに捉えているかを調査し，ヤングケアラーの求め
ている事と，現在の制度の面から「ヤングケアラー
という言葉が生まれた理由」が，「当事者の心の
拠り所となり、行政が支援しやすくするため」であ
るという仮説を立て、正しいかを検証する。 

5.2. 調査の概要
調査を実施するにあたり，意見がすでに公になっ
ている学校にも行けない状態のヤングケアラーでは
なく，今まで注目されてこなかった「中軽度ヤング
ケアラー」が，日々どのような介護をし，何を必要
としているかを以下の項目から調査した。自身も
「中軽度ヤングケアラー」の1人であるので，自身
に加えて，現役中軽度ヤングケアラー2人にインタ
ビューを行った。 

6. アンケート結果

実施したアンケートの結果概要を以下項目ごとに
示す。

質問項目①：介護対象は分散しており，母親，父
親，祖父であった。 
質問項目②：他の介護参加者に共通していたこと
は，家族が参加していることだ。他にもヘルパーが
ほぼ毎日介護に参加する事例もあったが，どちら
にせよ，これが「中軽度ヤングケアラー」に踏みと
どまっている理由である。学校に居る時間やその他
課外活動などの，ヤングケアラーがいない時間を補
填する存在がいることがいかに大切かを実感でき
る。 
質問項目③：介護の頻度はほぼ毎日の意見がある
一方，週で4時間程度の意見もあった。内容の例と
して出たのは，食事を食べさせる，着替え，トイレ
での介助，入浴介助，家の中の誘導，着替えなど
一般的に「ヤングケアラー」と言われて想像が沸き
やすいことの他にも，料理，歯磨きの介助，洗濯
物干し，ゴミ出しといった一般的な家事をこなす
必要がある。 
質問項目④：自身は普段から社会福祉協議会を利
用しているため，一方的に他の2人も社会福祉協議
会を活用しているのかと思った。しかし実際には存
在を知らなかったり，知っていたとしても具体的な
支援の想像がつかず，行く勇気がないとの意見が出
た。このことから，支援においてまず支援窓口を知
られること，そして支援内容を明確化することが大
切であると感じた。 
質問項目⑤：意思疎通が図りにくい状態で介護を
行っているのは私のみであり，他の2人は意思確認
の重要性を述べた。意思確認の中でも目を見て話
す大切さを1人は強く論じ，また昨今問題になるヘ
ルパーと被介護者のすれ違いの一因には，ヘルパー
の意思が先行し，被介護者への意思確認が少なく
なってしまうことがあるのではないか，と述べた。 
質問項目⑥：対象者が「中軽度ヤングケアラー」で
あるので学校には全員行けているが，放課後や休
日に友人と交流する時間がなく，深い人間関係を
築けなかったことが挙げられた。 
質問項目⑦：ヤングケアラーとして生活する中で身
についたものとして3人が合致したのは，生活力の
向上であった。日々料理，掃除をする私たちにとっ
て家事は自然にできるようになったものである。
他にも家族との時間が増えたと捉える意見や，他の
人から「（内面が）大人びているね」と言われる
ことが多いと答える意見もあった。おそらく介護
が日常化している影響と考えられる。 

①介護対象 
②自身以外の介護参加者 
③介護の頻度・内容 
④社会福祉協議会・行政をどれくらい利用してい
るか 
⑤医療・看護視点からの状態把握 
⑥ヤングケアラーで何を失ったか 
⑦ヤングケアラーの経験から何を得たか 
⑧ヤングケアラーという言葉をどう思うか・自身
が該当すると思うか 
⑨行政に対して思うこと 

図1 現役「中軽度ヤングケアラー」の質問内容



質問項目⑧：私以外の2人は自身がヤングケアラー
ということを自覚していなかった。どうしても更に
重度な人たちをヤングケアラーとイメージしてしま
い，中軽度であればあるほどヤングケアラーと自覚
しにくくなる傾向があるのだろう。 
質問項目⑨：日々介護を行う身として，行政には人
が人を介護をする理由を考え，被介護者も全てを
行ってもらうのを望んでいないことをわかってもら
いたい，との意見が出た。 

7. アンケートからの考察
これらのアンケートから考察を述べる。

1点目は，ヤングケアラーでかつヤングケアラー
を自覚しているのはごく僅かであるということだ。
学校に通えないような，社会のイメージ通りのヤン
グケアラーは，そもそもヤングケアラーのワードを
知る機会が無く，自覚できることが少ない。一方
で今回ターゲットにした「中軽度ヤングケアラー」
は，知る機会こそ多いものの，ヤングケアラーで紹
介される事例が自身の置かれている状況と乖離して
いるため，自覚できないことが多い。自覚ができ
ないことによる当事者の減少，それが適切な支援
を求められず、行政も名前を付けるのみの支援で終
わってしまっている現状を引き起こす原因になって
いるのではないか。


2点目は，ヤングケアラーという言葉は，当事者
が求めた以外にも社会，特に行政が求めたのでは
ないかということだ。行政施策，インタビューを通
して，問題提起する人に対してヤングケアラーの言
葉の知名度がやけに高いことに気づいた。このこ
とは行政による宣伝やマスコミ報道による効果であ
るが，なぜここまで宣伝をしたのか。それはインタ
ーネットで既に多くの人に知られた大変な若者に，
行政が何らかの施策を打った事を示したかったか
らなのではないか。その裏付けとして，意味をあま
り持たない支援形態しか現時点では存在しない。


8. 今後のヤングケアラー施策と幸福度の上昇
について

先行研究や本調査を踏まえて、これから必要なこ
とは，ヤングケアラーのしっかりとした定義であ
る。はじめに「ヤングケアラーとは，本来大人が担
うと想定されている家事や家族の世話などを日常的
に行っているこどものことである」と引用をした
が，こどもの年齢も定義されておらず，18歳以下と
いうのはイギリス法からの引用に過ぎない。これ
が，ヤングケアラーの当事者が自信を持って当事者
と言えない理由と考える。つまり，当事者を見つけ

る現在の施策を中心に置くのではなく、当事者自
身から申告できるような準備が必要である。その
結果，ヤングケアラーのための施策をヤングケアラ
ーが提案することができる。そして自らの生活を向
上することができれば余裕ができ，時間を持つ人
しか参加できない地域の居場所への参加も，果た
せるのではないか。

ここで社会に存在する全てのコミュニティがどの
ような属性を持つのか，そしてヤングケアラー以外
の社会的な孤立をしている人々がどのような考えを
持っているのかは分からない。しかし，今回はヤン
グケアラーの事例は他にも応用できると考える。同
じように社会的に孤立している人が地域やオンライ
ン上の居場所に参加できるようになれば，日本人
の幸福度を引き上げられるはずだ。


9. 今後の展望
これらの調査から，更にヤングケアラーの自覚を
多くの人に促していくことが重要だと考える。これ
からも現在行っている，ヤングケアラーと思われる
ような生活をしている人を見つけ出し、インター
ネット上でコンタクトをとる活動を続け，特にSNS
やWEB会議サービスなどを利用してコミュニティ
運営を実施していく。自身もヤングケアラーである
私にとって、インターネットを使う居場所作りは、
場所を選ばずに出来るので，実行しやすいものであ
る。

更に，ヤングケアラーの中には，学校や課外活動
を行えない人も多い。その人たちの意見を代弁す
るために，社会福祉協議会の委員の立場から実際
に感じている事を行政に伝える活動をこれからも
行っていく。


10. おわりに
現状のヤングケアラーの施策を改善するために，
ヤングケアラーの自認が大切である。そのためにこ
れからもヒヤリングをして他のヤングケアラーの意
見を取り入れつつ，ヤングケアラーとしての要望を
行政の場に届けていきたい。そしてヤングケアラー
の生活が向上した暁には，地域の居場所などに参
加する余裕が生まれ，ヤングケアラーの幸福度向
上，ひいては日本人全体の幸福度向上に繋がるはず
だ。
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